
『大
乗
止
観
法
門
』

に
お
け
る

「
本
覚
」
●

「
不
覚
」

の
概
念菅

野

博

史
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は
じ
め
に

中

国
に
お
け
る

「本
覚
」

の
用
例

は
、

「北
涼
失

訳
人
名
」

と
さ
れ
る

『金
剛
三
昧
経
』

(大
正
蔵
2
7
3
番
)
に
出

る
が
、
こ
の
経
は
唐
代
初

(
1

)

め

の
偽
経
と
推
定
さ
れ

る
の
で
、
や
は
り
真
諦
訳

『大
乗
起
信
論
』

(本
稿
で

『大
乗
起
信
論
』
に
言
及
す
る
場
合
、
真
諦
訳
を
指
す
)
が
初
出

で
あ

ろ
う

。
少
な
く
と
も

「
本
覚
」

の
最
初
期

の
用
例
を
示
す
文
献
が

『大
乗
起
信
論
』

で
あ

る
こ
と

に
は
異
論
が
な

い
は
ず

で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、

中
国

に
お
け
る

「
本
覚
」

の
概
念
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
時
間
的

に
初
期

の
例
と
し

て
、
ま
ず

『大
乗
起
信
論
』

に
お
け

る
そ
れ
を
考

察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う

な
時
間
的
な
理
由
ば
か
り

で
な
く
、

「本
覚
」

の
概
念
が
最
も
体
系
的

に
説
示
さ
れ

て

い
る

文

献

が

『
大
乗
起

信
論
』

に
ほ
か
な
ら

な

い
の
で
あ

る
か

ら
、
ま
す
ま
す

『大
乗
起

信
論
』

の
考

察

は
重

要

で
あ

る
。

そ
れ
に
比

べ
る
と

、

(
2

)

『大
乗
起
信
論
』

の
成
立
後

、
あ
ま
り
時
間
を
隔

て
な

い
頃

に
、

『大
乗
起
信
論
』

の
影
響
を
受

け
て
成
立
し
た

『大
乗
止
観
法
門
』

に
お

い
て

は
、
「
本
覚
」

の
概
念

の
説
示
が
必
ず
し
も
体
系
的

で
は
な
く
、

『大
乗
止
観
法
門
』
全
体

に
お
け
る

「
本
覚
」

の
概
念

の
重
要
性
も

『大
乗
起

(
3
)

信
論
』

に
お
け

る

「本
覚
」

ほ
ど

で
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
本
稿

の
意
義
は
限
定

さ
れ
た
も

の
と
な
ら
ざ

る
を
え

な

い
が
、
中
国
仏
教
史

に
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お
け

る

「
本
覚
」

の
概
念
を
研
究
す

る
に
あ
た

っ
て
、

『大
乗
止
観
法

門
』
を
無
視
す

る
わ
け
に
も

い
か
ず

、

『大
乗
止
観
法
門
』

に
お
け

る

「
本
覚
」

の
実
態
を
整
理
し

て
お
く
こ
と

に
も
若
干

の
意
義
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

『大
乗
止
観
法
門
』

は
、

『大
乗
起
信
論
』

に
お
け
る

「
本
覚
」
に
関
す

る
最
も
重
要
な
記
述
を
、

是
故
論
言
、
以
依
本
覚
故
、
有
不
覚
。
依
不
覚
故
、
而
有
妄
心
。
能
知
名
義

、
為
説
本
覚
。
故
得
始
覚
、
即
同
本
覚
。
如
実
不
有
始
覚
之

異
也
。

(大
正
心
9
0α
G。
畠
-目
。
以
下
、
『大
乗
止
観
法
門
』
か
ら
の
引
用
は
、
頁

・
段

・
行
の
み
記
す
)

と
引
用
し

て
い
る
。
ま

た
、

是
故
論
云
、
阿
梨
耶
識
有

二
分
。

一
者
覚
、

二
者
不
覚
。

(O切
QQo卜◇
Oo
-N
㊤
)

と
引
用
し

て
い
る
。

こ
の
二
箇
所

の
引
用
は
、

『大
乗
起
信
論
』

に
お

い
て
は

一
連

の
記
述
で
あ
り
、
原
文

は
、

心
生
滅
者
、
依
如
来
蔵
、
故
有
生
滅
心
。
所

謂
不
生
不
滅
与
生
滅
和
合
、
非

一
非
異
、
名
為
阿
梨
耶
識
。
此
識
有

二
種
義
。
能
摂

一
切
法
、

生

一
切
法

。
云
何
為

二
。

一
者
覚
義
、

二
者

不
覚
義

。
所
言
覚
義
者
、
謂
心
体
離
念
。
離
念
相
者
、
等
虚
空
界
、
無
所
不
遍
、
法
界

一
相
、

即
是
如
来
平
等
法
身
。
依
此
法
身

、
説
名
本
覚
。
何
以
故
。
本
覚
義
者
、
対
始
覚
義
説
。
以
始
覚
者
即
同
本
覚
。
始
覚
義
者
、
依
本
覚
故
、

而
有
不
覚
。
依
不
覚
故
、
説
有
始
覚
。
…
…
以
無
念
等
故
、
而
実
無
有
始
覚
之
異
。
(大
正
。。悼
.零
Oげ
り
ゐ
ω
)

で
あ
る
。

『大
乗
起
信
論
』

に
よ
れ
ば
、
阿
梨
耶
識

に
覚

の
義

と
不
覚

の
義

の
二
義
が
あ
り
、
覚
は
、
心
体

が
妄
念
を
離
れ

て

い
る
こ
と
を
意

味

し
、

こ
の
状
態

は
如
来
平
等
法
身
と

い
わ
れ
、
こ

の
法
身

に
基
づ

い
て
本
覚
が
説
か
れ
る
。
本
覚
は
始
覚
と
対

照
的

に
説
か
れ

る
も

の
で
あ

る
が
、
始
覚
は
本
覚
と
同

一
の
も

の
で
あ

る
。
始
覚

に

つ
い
て
は
、
本
覚

に
基
づ

い
て
不
覚

が
あ
り
、
不
覚

に
基

づ

い
て
始
覚
が
あ
る
と
説

か

れ
る
。
始
覚

が
本
覚
と
同

一
に
な

る
過
程

に

つ
い
て
は
、
引
用
は
省
略
し
た
が
、
不
覚

・
相
似
覚

・
随
分
覚

・
究
寛
覚

の
過
程
を

た
ど

る
。

『大
乗
起

信
論
』

の

「阿
梨
耶
識
有

二
分
。

一
者
覚
、

二
者
不
覚
」

(留
ω
畠
。。-Nρ

こ
こ
で
は

『大
乗
止
観
法
門
』
に
引
用
さ
れ
る
文
を
示
す
)
に

つ

い
て
、

『大
乗
止
観
法
門
』
は
、
「覚
即
是
浄
心
、

不
覚

即
是
無
明
。
此
二
和
合
、
説
為
本
識
。
是
故
道
浄
心
時
、
更
無
別
有

阿
梨
耶
。
道
阿
梨

耶
時

、
更
無
別
有
浄
心

。
但

以
体
相
義
別
故

、
有

此

二
名

之
異
」

(O
㎝
ω
Obo
O◎
ーO
㎝
癖
画
ω
)
と
解
釈

し

て

い
る
。
覚

11
浄
心
、

不
覚

11
無

明
と
し

て
、
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こ
の
覚
と

不
覚
が
和
合
し

て
本
識

11
阿
梨
耶
識
と
説

か
れ
る

こ
と
、
浄
心

の
ほ
か
に
阿
梨
耶
識
は
な
く
、
阿
梨
耶
識

の
ほ
か
に
浄
心
は
な

い
こ

と
、
浄
心

11
体

で
、
阿
梨
耶
識

11
相
と

い
う

意
味

上

の
区
別

が
あ

る

の
で
、

二
名

の
相
違
が
あ

る
こ
と
を
説
明

し
て

い
る
。
「真
心
是
体
、
本

識
是
相

、
六
七
等
識
是
用
」

(O
q
ω
O一α
ー一①
)
も
参
照
す

べ
き

で
あ

る
と
思
う

が
、
浄
心

(真
心
)
を
体
、
阿
梨
耶
識
を
相
と
区
別
し
て

い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
覚
を
浄
心
と

し
て

い
る
が
、
浄
心

の
体

は
後

に
述

べ
る
よ
う

に
、
覚
と
不
覚

の
相
対
関
係
を
越
え

て

い
る
は
ず
な

の
で
、

浄
心

の
用
を
覚
と
規
定
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

こ

の
よ
う

に
、

『
大
乗
止
観
法

門
』

が

『大
乗
起

信
論
』

の
本
覚

に

つ
い
て
直
接
言

及
し

て

い
る
こ
と

は
明
ら
か

で
あ

る
が
、
本
稿

で
は
、

『大
乗
止
観
法
門
』

に
お
け
る

「本
覚
」
・
「不
覚
」

の
用
例
を
取
り
あ
げ
、
そ

の
解
釈
を
分
析
す
る
。

さ

て
、

『大
乗
止
観
法

門
』

は
、
「
大
乗

の
行
法
」
、
す
な
わ
ち
大
乗

の
止
と
観
と

の
二
門
を
説
く

こ
と
を
目
的

と
し
て

い
る
。
こ

の
止

・
観

に

つ
い
て

の
も

っ
と
も
基
本
的
な
定
義

に

つ
い
て
、

『大
乗
止
観
法
門
』

の
冒
頭
に
は
、

所
言
止
者
、
謂
知

一
切
諸
法
従
本
已
来
、
性
自
非
有
、
不
生
不
滅
。
但
以
虚
妄

因
縁
故

、
非
有
而
有

。
然
彼
有
法
、
有
即
非
有
。
唯
是

一

心

、
体
無

分
別
。
作
是
観
者
、
能
令
妄
念

不
流
、
故
名
為

止
。
所
言
観

者
、
錐
知

本
不
生
今

不
滅
、
而
以
心
性
縁
起
、
不
無
虚
妄

世
用
。

猶
如
幻
夢
、
非
有
而
有
。
故
名
為
観
。

(①
心bO四
①
1一
一)

と
述

べ
て

い
る
。
心
を
含
む
す

べ
て
の
存
在
は
不
生
不
滅

11
非
有

で
あ
る
面
と
、
縁
起

睦
虚
妄

の
因
縁
に
よ

っ
て
、
虚
妄

の
世
間

の
作
用
が
成

立

し

て
、
生
滅

11
有

が
生
ず

る
面
と

の
二
面
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
止
は
有

11
非
有
を
観
じ

て
妄
念

が
止
ま
る
こ
と
、
観
は
非
有

11
有
を

観
ず

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ

の
よ
う
な
全
体
観
を
示
し
た
う
え

で
、
止
観

に

つ
い
て
五
門

に
よ

っ
て
説
明
を
加
え

て
い
く
。

五
と
は
、

「止
観

の
依
止
」
、
「
止
観

の
境

界
」
、

「止
観

の
体
状
」
、
「
止
観

の
断
得
」
、

「止
観

の
作
用
」

の
こ
と

で
あ
る
。
そ
し

て
、
「
本
覚
」
・
「
不
覚
」

の
用
例

の
ほ
と
ん
ど
が
第

一
の

「止
観

の
依
止
」

に
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

「止
観

の
依
止
」

は
、

コ

明
何
所
依
止
、

二
明
何
故
依
止

、
三
明
以
何
依
止
」

(①
膳N
㊤
一①lHc◎)
と
あ
る
よ
う
に
三
項

に
分
か
れ
て
お
り
、
第

一
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項

の

「
明
何
所
依
止
」

に
お

い
て
は
、

コ

心
」

に
依
止
し

て
止
観

を
修
行
す

る
こ
と
を
明

か
し

て

い
る
。
こ

の

「
一
心
」
と
は
何

で
あ

ろ
う

か
。

こ

の
項

は
、

「出
衆
名
」
、
「
釈
名
義
」
、

「辮
体
状
」

の
三

つ
の
部
分

に
分
か
れ

て

い
る
。

『大
乗
止
観
法
門
』
は
、

「出
衆
名
」

に
お

い
て
、

こ

の

一
心

の
異
名
と
し

て
、
自

性
清
浄
心
、
真
如

、
仏
性
、
法
身
、
如
来
蔵
、
法
界
、
法
性
と

い
う

七

つ
の
概
念
を
提
示
し

て

い
る
。
次

に
、

「
釈
名
義
」

に
お

い
て
、

そ
の

一
々
に

つ
い
て
簡
潔
な
説
明
を
加
え

て
い
る
。

『大
乗
止
観
法

門
』

の
本
覚

・
不
覚
に
関
す

る
議
論

は
、
仏
性

に

対
す

る
説
明

の
中

で
最
も
盛

ん
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「辮
体
状
」

の
な
か

で

「
空
如
来
蔵
」
と
不
覚

の
関
係

が
議
論
さ
れ
て

い
る
。
た

だ

し
、
自

性
清
浄
心
に
対
す
る
説
明

の
な
か
で
も
、

一
箇
所
だ
け
、

既
無
無
明
染
法
与
之
相
応
、
故
名
性
浄
。
中
実
本
覚
、
故
名
為
心
。
故
言
自
性
清

浄
心
也
。
(①合
菖
-N
)

と
、
「
本
覚
」

が
出

る
。
無
明
と

い
う
染
法

(汚
染
さ
れ
た
存
在
す
る
も
の
)
が
心
と
相
応

せ
ず
離
れ

て
い
る
こ
と
が

「
性
浄

(自
性
清
浄
)」

の
意

味

で
あ
り
、
「
中
実
本
覚
」

(有
無
を
越
え
た
中
道
真
実
の
本
来
の
覚
知
作
用
)
を

「
心
」

の
意
味
と

し
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
「
自
性
清
浄
心
」
を

「
自
性
清
浄
」
と

「
心
」

に
分
け
、
後
者

の

「心
」
を

「
本
覚
」
と
捉
え

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う

は
言

っ
て
も

、
後

に
述

べ
る
よ
う

に
、
心

の
体
と
用
を
分
け
る
視
点

に
立

つ
と
、
本
覚

は
用
に
相
当
す
る
概
念

で
あ

る
と
さ
れ

る
。

す

で
に
述

べ
た
よ
う

に
、

『大
乗
止
観
法
門
』

の
本
覚

・
不
覚
は
、
仏
性

の
説
明

の
な
か

で
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
、

『大
乗
起
信
論
』
が
本
覚
を
体
系
的

に
説
示
し

て

い
る
け

れ
ど
も
、
ま

っ
た
く
仏
性

に

つ
い
て
言

及
せ
ず
、
し
た
が

っ
て
、
も
ち

ろ
ん

の
こ
と

本
覚

と
仏
性

の
関
係

に

つ
い
て
説
か
な

い
こ
と
と
対
照
的

で
あ

る
。
結
論
を
先
取

り
す

る
と
、

『大
乗
止
観
法
門
』

に
お

い
て
は
、
仏
性

の
覚

の
作

用

の
面
を
本
覚
と
呼

ん
で
い
る
と
考
え

て
よ

い
と
思
う
。
迷

い
と
悟
り

の
力
動
的
な
関
係
を
説
明
す
る
に
は
、
仏
性
と

い
う

概
念
だ
け

で

は
不
十
分

で
あ
り
、
そ

の
点
、
本
覚
は
不
覚
と

い
う

概
念
と

一
組

に
な

っ
て
、

こ
の
迷

い
と
悟
り

の
関
係
を
説
明
す

る
の
に
便
利
な
概
念
枠
を

提
供

し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
次
節

に
お

い
て
、

『大
乗
止
観
法
門
』

の
組
織
構
成

に
し
た
が

っ
て
、
本
覚

・
不
覚

の
議
論
を
紹
介

し
、
そ

の
特
徴
を
浮
き
彫
り

に

し

て
い
き
た

い
。
議
論

の
内
容
を
理
解
し
や
す

い
よ
う

に
、
適
宜
、
項
目
を
立

て
る
。
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『大
乗
止
観
法
門
』
に
お
け
る

「本
覚
」
・
「
不
覚
」
の
用
例
と
そ
の
分
析
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(
1
)
仏
性

の
意
味
は
覚
心

で
あ
り
、
浄
心

の
体
は
不
覚

で
は
な

い
こ
と

ま
ず
、

『大
乗
止
観
法

門
』

は
、
止
観

の
依
止
と
さ
れ
た
心

が
仏
性
と
名
づ
け
ら
れ
る
理
由
を
説
明
す
る
な

か
で
、
仏
性

を
仏
と
性
と

の
二

つ
に
分
け
、

仏
名
為
覚
、
性
名
為
心
。
以
此
浄
心
之
体
非
是
不
覚
故
、
説
為
覚
心
也
。
(①蒔
bOび
H刈
1].O
)

と
解
釈
し

て

い
る
。

つ
ま
り
、
「
仏
」

は
覚
、

「性
」

は
心

の
意
味

で
あ
る
か
ら
、

「
仏
性
」

は

「
覚
心
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
す

で
に
心
は
自

性
清
浄
心
と
呼

ば
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
心

は

「
浄
心
」

と
言

い
換
え
ら
れ
、
そ

の
浄
心

の
体
は
不
覚

で
な

い
の
で
、
覚
心

(仏
性
)
と

(
4

)

規

定

さ

れ

る
と

述

べ

て

い
る

。

さ
ら

に
、

浄
心

は

「
真
心

」

と

言

い
換

え

ら

れ

、
そ

の
真
心

が

不
覚

で
な

い
と

さ

れ

る
理
由

が
問

わ

れ

る
。

答

え

と

し

て
、

二

つ
の
理
由

が
示

さ

れ

る
。

第

一
の
理
由

は
、

不
覚

即

是
無

明

住

地

。

若

此
浄

心

是

無

明
者

、

衆

生
成

仏

、

無

明
滅

時

、

応
無

真

心

。
何

以
故

、

以
心

是

無
明

故

。

既
是

無

明
自

滅

、

浄

心

自
在

。
故

知

浄

心
非

是

不

覚

。

(O
蔭bOげ
N
O-bのGQ)

と

示

さ
れ

る
。

不

覚

と

は

無

明

住

地

の

こ
と

で
あ

る
。

も

し

心

(浄
心
、
真
心
と
も
呼
ば
れ
る
)
が
無

明

で
あ

る

な

ら
ば

、

衆

生

が
成

仏

し

て
無

明

が
滅

す

る
と
き

、

真

心

も

無

く

な

っ
て

し
ま
う

が
、

そ

の
よ
う

な

こ
と

は
あ

り
え

な

い
。

か
え

っ
て
、
無

明

が
滅

す

る
と

、
浄

心

は
自

在

な

活

動

が

で
き

る

の
で
、
浄

心

は
不

覚

-ー
無

明

で
な

い
と

さ

れ

る
。
第

二

の
理
由

は
、

又
復

不
覚

滅

、

故

方

証

浄
心

。

将

知
心

非

不
覚

也

。

(①
恥bのげ
N
ωlbO膳
)

と

示

さ
れ

る
。

不
覚

ー-
無

明

が
滅

し

て
、

や

っ
と
浄

心

を

証
得

す

る

の

で
、

心

は

不
覚

で
な

い
こ
と

が
わ

か

る
と

さ

れ

る
。

い
ず

れ

の
理
由

も

、

無

明

が
滅

す

る
と

い
う

体
験

を

根

拠

に
し

た
も

の
で
あ

る

。
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(
2
)
心
体
平
等

と
本
覚

次

に
、
「
問
日
、
何

不
以
体

是
覚

、
名
之
為
覚
。
而

以
非
不
覚
故
、
説
為
覚
耶
」

(O
癖N
げ
N
ら
IN
α
)
と

い
う
問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

こ

の
問

題
は
、
心
を
覚
と
名
づ
け
る
理
由
に
関
し
て
、
な
ぜ
心

の
自
体
が
覚

で
あ

る
か
ら
と
言
わ
な

い
で
、
不
覚

で
な

い
か
ら
と
言
う

の
か
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
引
用
文

の

「
而
以
非

不
覚
故
、
説
為
覚
耶
」
は
、
前
出

の

「
以
此
浄
心
之
体
非
是
不
覚
故
、
説
為
覚
心
也
」

(O
お
9
。。
山
り
)

を
受

け
た
も

の
で
あ

る
。
す

で
に
紹
介

し
た

よ
う

に
、
浄
心

の
体

が
不
覚

11
無
明

で
あ

れ
ば
、
無
明

が
滅
す

る
と

い
う
悟
り
が
成
立
し
な

い
。

こ
れ
と
逆

に
、
浄
心

の
体
が
覚

で
あ
れ
ば
、
迷

い
の
成
立
を
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
で
あ

ろ
う

(こ
の
こ
と
は

『大
乗
止
観
法
門
』
に
は
直

接
、
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
)
。

こ
こ
に
は
覚

と
不
覚

の
関
係
が
提
起
さ
れ

て
い
る
の
で
、

『大
乗
止
観
法
門
』
は
、
「
心
体
平
等
、
非
覚
非
不
覚
」

(①お
げ
b。
罵

o)
と
述
べ
、
心

体

は
平
等

で
、
覚
と
不
覚

の
相
対
関
係
を
越
え

て

い
る
こ
と
を
強
調
す

る
と
と
も

に
、
「
心
体
法
界
用
義
」

(心
の
体
が
備
え
る
法
界
に
わ
た
る
用
の

意
義
と
い
う
意
味
で
、
簡
潔
に
表
現
す
れ
ば
、
心
の
体
に
対
す
る
心
の
用
を
指
す
)
の
立
場
か
ら
覚
を
明

か
す
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

『大
乗
止
観
法
門
』

に
は
、
次

の
よ
う

に
説
か
れ
る
。

若
就
心
体
法
界
用
義
以
明
覚
者
、
此
心
体
具
三
種
大
智
。
所
謂
無
師
智
、
自
然
智
、
無
擬
智
是
覚
。
心
体
本
具
此

三
智
性

、
故
以
此
心
為

覚
性
也
。
是
故
須
知
同
異
之
義

。
云
何
同
。
謂
心
体
平
等
即
是
智
覚
、
智
覚
即
是
心
体
体
平
等
、
故
言
同
也
。
復
云
何
異
。
謂
本
覚
之
義

是

用
。
在

凡
名
仏
性

、
亦
名

三
種
智
性

、
出
障
名

智
慧
仏

也
。
心
体

平
等
之
義

是
体
、
故

凡
聖
無

二
、
唯
名
如

如
仏
也

。
是
故
言

異
。

(O合
9
り
ーミ
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
心
体

に
は
、
無
師
智

・
自
然
智

・
無
磯
智

の
三
種

の
大
智

(覚
)
を
備
え

て
お
り
、
こ

の
心
体

に
三
智
性
を
備
え

て
い
る

の

で
、
心
を
覚
性
と
規
定
す
る

こ
と
を
明

か
し

て

い
る
。
さ
ら
に
、

「
同
異
之
義
」
を
知
る
必
要

が
あ

る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
体

と
用

の
同
異

の
意
味

で
あ
り
、
体
と

用
と
が
同

一
で
あ

る
と
す

る
立
場

に
お

い
て
は
、
心
体

平
等

(体
)

H
智
覚

(用
)
、
智
覚

(用
)

11
心
体
平
等

(体
)

と
言
わ
れ
る
。
体
と
用
と
が
相
違
す

る
と

い
う

立
場

に
お

い
て
は
、
本
覚

の
概
念

が
用

に
相
当
す

る
こ
と
を
明
か
し
た
う
え

で
、
用
に
お

い
て
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は
、
本
覚

は
、
凡
夫

(在
障
)
に
お

い
て
は
仏
性
、
三
種

の
智
性
と
名
づ

け
ら

れ
、
出
障

(煩
悩
か
ら
解
脱
し
た
聖
果
)
に
お

い
て
は
智
慧
仏
と

名
づ
け
ら
れ
、
こ

の
よ
う

に
在
障
と
出
障

の
明
確
な
相
違

、
立

て
分
け

が
あ
る

こ
と
を
指
摘

し
て

い
る
。
さ
ら

に
、
心
体
平
等

の
概
念
が
体
に

相
当
す

る
こ
と
を
明

か
し
た
う
え

で
、
体

に
お

い
て
は
、
凡
聖
無

二
で
、
た
だ
如
如
仏

(真
如
を
仏
と
見
立

て
た
も

の
で
、
煩
悩
を
解
脱
し

て

な

る
智
慧
仏
と
区
別
さ
れ
る
)
と
名
づ
け
る
こ
と
を
指
摘

し
て

い
る
。
先

に
述

べ
た
よ
う

に
、
心
体
は
覚
と
不
覚

の
相
対
関
係
を
越
え

て

い
る

の
で
、
本
覚
は
心
体

で
は
な
く
、
心
用

に
相
当
す

る
概
念

で
あ
る
と
明
言

さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

(
3
)
凡
夫

の
迷

い
の
構
造

次

に
、
出
障

の
智
慧
仏
と

い
う
概
念

を
め
ぐ

っ
て
、
浄
心
を
覚

す
か
ら
仏
と

い
う

の
か
、
浄
心
が
自
ら
覚
す
か
ら
仏
と

い
う

の
か
と

い
う

問

題
が
提
起

さ
れ
る
。

『大
乗
止
観
法
門
』

は
、

こ

の
二
義

の

い
ず

れ
を
も
認
め
、

二
義

の

「
体

に
別
無
し
」

(O
お
畠
o)
と
述

べ
た
う
え

で
、
凡

夫

の
迷

い
の
構
造
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。

問
日
、
智
慧
仏
者
、
為
能
覚
浄
心
故
名
為
仏
、
為
浄
心
自
覚
故
名
為
仏
。
答

日
、
具
有

二
義
。

一
者
覚
於
浄
心
。
二
者
浄
心
自
覚
。
錐
言

二
義

、
体
無
別
也
。
此
義

云
何
。
謂

一
切
諸
仏
本
在
凡
時
、
心
依
重
…変
、
不
覚
自
動
、
顕
現
虚
状
。
虚
状
者
、
即
是
凡
夫
五
陰
、
及
以
六

塵

。
亦
名
似
識
似
色
似
塵
也

。
似
識
者
、
即
六
七
識
也

。
由
此
似

識
念
念
起

時
、
即
不
了
知
似
色
等
法
、
但
是
心
作
、
虚
相
無
実
。
以
不

了
故
、
妄
執
虚
相
、
以
爲
実
事
。
妄
執
之
時

、
即
還
重
…浄
心
也

。
然

似
識
不
了
之
義

、
即
是
果
時
無
明
、
亦
名

迷
境
無
明
。
是
故
経
言

、

於
縁
中
擬
。
故
似
識
妄
執
之
義
、
即
是
妄
想
所
執
之
境

、
即
成
妄
境
界
也
。
以
果
時
無

明
薫
心
故

、
令
心
不
覚

。
即
是
子
時
無
明
、
亦
名

住
地
無
明
也
。
妄
想
薫
心
、
故
令
心
変
動
。
即
是
業
識
。
妄
境
重
…心
、
故
令

心
成
似
塵
種
子
。
似
識
薫
心
、
故
令
心
成
似
識
種
子
。
此
似

塵

似
識
二
種
種

子
、
総
名
為

虚
状
種
子
也
。
然
此
果
時
無
明
等
、
難
云
各

別
重
…起

一
法
、
要
倶
時
和
合
、
故
能
重
…也
。
何
以
故
、

以
不
相

離
相
籍
有
故
。
若
無
似
識
、
即
無

果
時
無
明
。
若
無
無
明
、
即
無
妄
想
。
若

無
妄
想
、
即
不
成
妄
境
。
是
故
四
種
倶
時
和
合
、
方
能
現
於

虚
状
之
果
。
何
以
故
。
以
不
相
離
故
。
(Oら
悼
o、N-Nり
)

す

べ
て

の
諸
仏

は
凡
夫

の
と
き
、
「
心
依
重
…変
、
不
覚
自
動

、
顕
現
虚
状
」

(Oお
9
一
-愚

と

い
う
迷

い
の
事
態

が
生
ず

る
。
心

(自
性
清
浄
心
)
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が
重
…習
を

受

け

て
、

不
覚

が
自

ら
動

き

出

し

て
、

「
虚

状
」
、

つ
ま

り
虚

相

無

実

の
世

界

を
現

出

す

る
。

ま

ず

、

虚

状

は

、

凡
夫

の
五
陰

、

及

び

六
塵

を
意

味

し

、

ま

た

似

識

(六
識

・
七
識
)
・
似

色

(色
陰
)
・
似
塵

(六
塵
)
を

意

味

す

る
。

似

識

が

一
瞬

一
瞬

生
ず

る
と

き

、

似
色

・
似
塵

(似
色
と
似
塵
は
ほ
ぼ
同
義
と
考
え

て
よ

い
)
が
心

か
ら

作

ら

れ

た
も

の
で
あ

り

、

虚
相

無

実

(虚
妄
な

存
在

で
、
無
実
体
で
あ
る
の
意
)

で
あ

る
こ
と

を

理

解

し

な

い

(「
不
了
」
)
。

理
解

し
な

い
か
ら

、

虚

相
を

実

事

と

妄

執

し

、

こ

の
妄

執

は

浄
心

に

重
…習

す

る

(汚
染
す
る
と

い
う
影
響
を
与
え

る
)
。

『大

乗

止

観

法

門
』

の

こ

こ

の
記

述

は

や

や
複

雑

で
わ

か

り

に
く

い
が

、

迷

い

の
出

発

点

に

、

似

識

が

「
念

念

に
起

」

こ

る

こ
と

が

あ

る

。

(
5
)

そ
し

て
、
似
識

の

「
不
了
」
と

い
う
面
が

「
果
時
無

明
」

(迷
境
無
明
、
迷
事
無
明
)
、
似
識

の

「妄
執
」
と

い
う

面
が

「妄
想
」

に
そ

れ
ぞ
れ

対
応
す
る
。
そ
し

て
、
妄
想
が

「妄
境
」
を
成
立
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う

に
、
似
識

の
迷

い
の
成
立
に
果
た
す
影
響
は
大
き

い
。
果
時
無
明
は
心

(
6
)

に
薫
習
し

て
不
覚

(子
時
無
明
、
住
地
無
明
、
無
明
住
地
、
迷
理
無
明
)
を
成
立

さ
せ
、
妄
想
は
心

に
重
…習
し

て
業
識
を
成
立
さ
せ
、
妄
境
は
心

に

重
…習
し
て
似
塵

の
種
子
を
成
立
さ
せ
、
似
識
は
心
に
薫
習
し

て
似
識

の
種
子
を
成
立
さ
せ
る
。

似
塵

の
種
子
と
似

識

の
種
子
は
、
合
わ
せ
て
虚
状

の
種
子
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
種

子
は
、
果
を
生
ず

る
機
能
を
意
味
す

る

の
で
、
似
識
、
似

塵
と

い
う
虚
状
を
果
と
し

て
生
ず

る
点
を
種
子
と
呼

ん
だ
も

の
で
あ

る
。
似
識
、
果
時
無
明
、
妄
想
、
妄
境

の
四
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
項
が
後

項

の
成
立

の
前
提
条
件

に
な

っ
て
お
り
、
こ

の
四
者

が
同
時
に
共
同
し

て
働

い
て
、
虚
状
め

果
が
現
わ
れ
る
と
説
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
虚
状

に
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
似
識
が
含
ま
れ
て

い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫

の
迷

い
は
循
環
的

で
あ
り
、
ど

こ
が
真

の
出
発
点

か
を
確
定
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。
迷

い
の
構
造

の
説
明

の
便
宜

上
、

『大
乗
止
観
法

門
』

は
似
識

の
生
起

か
ら
説
明
を
始
め

て
い
る
が
、
凡
夫

は
す

で
に
迷

い
の
循
環

・
連
鎖

の
な
か
に
あ
る

の
で
あ

る
。

さ
ら

に
、
虚
状

の
種

子

(似
塵
の
種
子

・
似
識
の
種
子
)
は
、
子
時
無
明
に
依

る
と
説

か
れ
る
。
そ

の
理
由
に

つ
い
て
、

又
復
虚
状
種
子
依
彼
子
時
無
明
住
故
。
又
復
虚
状
種
子
不
能
独
現
果
故
。
若
無

子
時
無
明
、
即
無
業
識
。
若
無
業
識
、
即
虚
状
種
子
不
能

顕
現
成
果
、
亦
即
自
体

不
立
。
是
故
和
合
、
方
現
虚
状
果
也
。
是
故
虚
状
果
中

、
還
具
似

識
似
塵
虚
妄
無
明
妄
執
。
由

此
義
故
、
略
而
説
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之
云
、
不
覚
故
動
、

顕
現
虚
状
也
。
如
是
果
子
相
生
、
無
始
流
転
、
名
為
衆
生
。

(O
心bσ
obこΦ
ー①昏
ω
9
刈)

と
説
か
れ
る
。

こ
の
引
用
文

は
、

四
種

の
重
…習
に
よ

っ
て
成
立
す

る
不
覚

・
業
識

・
似
塵

の
種
子

・
似
識

の
種

子

の
相
互
関
係

に

つ
い
て
説
明

し
た
も

の
で
あ
る
。
子
時
無

明

(不
覚
)
が
な
け
れ
ば
、
業
識
が
な
く
、
業
識

が
な
け
れ
ば
、
虚
状

の
種
子
は
果
を

現
ず

る
こ
と
が

で
き
な

い

と
言
わ
れ
る
。
逆
に
、
子
時
無
明

や
業
識
が
和
合
す
れ
ば
、
虚
状

の
種
子
が
虚
状

の
果
を
現
ず

る
。
し
た
が

っ
て
、
虚
状

の
果

に
は
、
似
識

・

似
塵

・
虚
妄
無
明

・
妄
執

が
含
ま

れ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
結
論
的

に
は
、
不
覚

が
動

い
て
、
虚
状
が
顕
現
す
る
と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、

こ
こ
に
出

る
似
塵

は
妄
境

、
虚
妄
無
明

は
果
時
無
明
、
妄
執

は
妄
想
と

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
と
考
え

れ
ば
、
虚
状

の
果
に
は
、
前
述
し
た
似

識

・
果
時
無
明

・
妄
想

・
妄
境

の
四
者
を
含

む
こ
と
に
な
る
。
不
覚

は
果
時
無
明
が
心

に
重
…習
し

て
成
立
す
る
と
先

に
述

べ
ら
れ

て
お
り
、
ま

(
7
)

た
不
覚

が
果
時
無
明
を
含

む
虚
状
を
現
ず

る

の
で
あ
る
か
ら
、
果
時
無
明
と
子
時
無
明
が
互

い
に
他
を
生
じ

て
無
始
よ
り
流
転
し

て
い
る
と

い

う
循
環
が
成
立
し
、
そ
れ
を
衆
生
と
呼

ぶ
と
述

べ
て
い
る
。

(
4
)
凡
夫

の
悟
り

へ
の
道

次

に
、
こ

の
迷

い
の
衆
生
が
悟
り

へ
向
か
う
あ
り
方

に

つ
い
て
、

後
遇
善
友
、
為
説
諸
法
皆

一
心
作
似
有
無
。
実
聞
此
法
已
、
随
順
修
行
、
漸
知
諸
法
皆
従
心
作

、
唯
虚
無
実
。
若
此
解
成
時
、
是
果
時
無

明
滅
也
。
無
明
滅
故

、
不
執
虚
状
為
実

。
即
是
妄
想
及
妄
境
滅
也
。
爾
時
意

識
転

、
名
無
塵
智

。
以
知
無
実
塵
故

。
錐
然
、
知
境
虚
故

、

説
果
時
無
明
滅
。
猶

見
虚
相
之
有
。
有
即
非
有

。
本
性
不
生
、
今
即
不
滅
。
唯
是

一
心
。
以
不
知
此
理
故

、
亦
名
子
時
無
明
。
亦
名
迷

理

無
明
。
但
細
於
前
迷
事
無
明
也
。
以
彼
麓
滅
故
、
説
果
時
無
明
滅
也
。
(Oら
ω
㊤
QO
lH①
)

と
説
明

さ
れ

て

い
る
。
悟

り
と

は
、
諸
法

が

一
心

の
作

で
あ
り
、
虚
相
無
実

で
あ
る
と
理
解
す

る

こ
と

で
あ
る
。
こ

の
よ
う

に
理
解
す

れ
ば

、

果
時
無
明
は
滅
し
、
し
た
が

っ
て
、
虚
状
を
実
と
執

し
な

い
の
で
、
妄
想
、
妄
境
も
滅
す
る
。
そ

の
と
き
、
意
識
は
無
塵
智

に
転
換
す

る
。
無

塵
智
と
は
、
実
塵

(実
体
的
な
対
象
世
界
)
が
無

い
こ
と
を
知

る
智

の
意
味

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
果
時
無
明

が
滅
す

る
と

、
子
時
無
明

(無
明
住
地
)
も
部
分
的

・
段

階
的

に
滅

し
て

い
く
と
説
か
れ
る
。
最
終
的

に
は
、
無
塵
智
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が

増

大

し

て
、

「
金

剛

無

擬

智

」

(罐
ω
ぴ
一
。。
)

を

完

成

し

、

子

時

無

明

が

尽

き

る

。

子

時

無

明

が

尽

き

れ

ば

、

「
業

識

と

染

法

種

子

習

気

」

(O
ら
ω
び
bの
0
1N
一
)
は
破

壊

さ

れ

、

虚

状

は
滅

し

、

心

体

は
寂

照

と

な

る
。

こ
れ

を

「
体

証
真

如

」

(2
ω
ぴ
器
)
と
名

づ

け

る
。

「
能

照

所

照

之

別

」

(O心
Goぴ
N
蔭
ーN
α
)

の
な

い
の
を

「
無

分

別
智

」

(罐
ω
9
q
)
と

い
う

。

こ

の
智

の
ほ

か

に
別

に
分

別

す

べ
き

真

如

は
な

く

、
心

が
智

と

な

る
。
心

は
智

の
体

で

、
智

は
心

の
用

で
あ

り

、

「
体

用

一
法

、

自

性
無

二
」

(罐
ω9

刈
)
で
あ

る
。

こ

れ
を

「自

性

体

照

」

(罐
ω9

認

。。)
と
名

づ

け

る
。

寂

と

照

の
関
係

は
、

「
体

融
無

二
」

(①
お
o
一)

で
あ
り

、
寂

は

照
、

照

は
寂

で
あ

る
。

照

の
寂

は
体

に
順

じ
、

寂

の
照

は
用

に
順

じ
た

言

い
方

で
あ

り

、

自

体

を

照

ら

す

こ
と

を

「
覚

於

浄

心

」

と

名

づ

け

、
体

自

ら

照

ら

す

こ
と

を

「
浄
心

自

覚

」

と

名

づ

け

る

。

こ

れ

が
前

述

の
質

問

、

「
問

日

、

智

慧

仏

者

、
為

能
覚

浄
心

、
故

名

為

仏

、
為

浄

心
自

覚

、

故
名

為

仏
」

(O心
bo
ミ
ー㊤
)
の
答
え

で
あ

り

、

「
二
義

一
体

」

(罐
ω
。ω
)
と

言

わ

れ

る
。
無

分

別

智

を

「覚
」

と

な

し

、
浄

心

に
本
来

、

こ

の
無

分

別

智

の
性

を

具

し

て
不

増

不
減

で
あ

る

の
で
、

こ

の
浄

心

を
仏

性

と
名

づ
け

る
。

以
上

が
、

智

慧

仏

に
就

い
て
、
浄

心

を

仏
性

と

す

る

こ
と

を

明

か

し
た

も

の

で
あ

る
。
智

慧

仏

に
就

く

と

は

、
前

に
述

べ
た

よ
う

に
、

在

障

と
出

障
(
8

)

を
立

て
分
け
る
用

の
立
場

に
立

つ
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
こ
は
テ
キ

ス
ト

の
説
明
が
長

い
の
で
、
原
文

の
引
用
は
省
略
し

て
、
要
点
を
示
し
た
。

ま

た
、
浄
心

の
自
体

に
、
「
福
徳
之
性
」
、

「巧

用
之
性
」
を
備
え

て
お
り
、
浄
業
に
重
…習
さ
れ
て
、
法
身
仏

・
応
身
仏

の
二
種

の
仏
身
を
出

生
す

る

の
で
、
こ

の
心

(浄
心
)
を
仏
性
と
す

る
と
言
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

又
此
浄
心
自
体
具
足
福
徳
之
性
及
巧
用
之
性
。
復
為
浄
業
所
重
…、
出
生
報
応

二
仏
、
故
以
此
心
為
仏
性
也
。

(①合
8
-。。
)

と
あ

る
。

(
5
)
心
体
平
等

の
立
場
と
本
覚

を
説
く
立
場

『大
乗
止
観
法
門
』

の
本
覚

・
不
覚
を
め
ぐ
る
記
述
は
さ
ら
に
続
く
。
次
に
、
「
又
復

不
覚
滅
、
故

以
心
為
覚

。
動
義
息
故
、
説
心

不
動
。
虚

相
涙
故
、
言
心
無
相
」

(①蔭
GQ
oQ◎1一〇
)
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、

不
覚
は
滅
す

る
の
で
、
心
を

「覚
」
と
な
し
、
動

の
義

が
止
息
す

る
の
で
、

「心

不
動
」
を
説
き
、
虚
相
は
滅
す
る

の
で
、

「心
無
相
」
と

い
う
。
さ
ら

に
、
「
其
心
体
非
覚
非

不
覚
、
非
動
非
不
動
、
非
相
非
無
相
。
錐
然
、
以

不
覚
滅
故

、
説
心
為
覚
、
亦
無
所
妨
也
」

(①ら
ω
OHO
ー一bQ)
と
あ
る
よ
う

に
、
心
体

は
覚

・
不
覚
そ

の
他

の
相
対
概
念
を
越
え

て

い
る
が
、
不
覚
が
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滅

す

る

の
で
、
心

の
覚
を
説

い
て
も

差
し
支
え

な

い
と
述

べ
て

い
る
。

そ
し

て
、

「
此
就

対
治
出

障
心
体

、
以
論
於
覚

、
不
拠
智
用
為
覚

」

(①蔭
ω
OHN
ー一ω
)
と
あ
る
よ
う

に
、
対
治
出
障

(煩
悩
を
対
治
し
て
解
脱
し
た
と
い
う
意
味
)
の
心
体

に
就

い
て
覚
を
論

じ
た
も

の
で
あ
り
、
智

の
用

に

基
づ

い
て
覚
と
し
た

の
で
は
な

い
と
結
論
づ
け
て

い
る
。

こ
れ
は
ど
う

い
う
意
味

で
あ

ろ
う

か
。
心
体
そ
れ
自
身

は
覚

・
不
覚

の
相
対
関
係
を

離

れ
た
も

の
で
あ

る
が
、
煩
悩
を
対
治
し
解
脱

し
た
段
階

の
心
体

に

つ
い
て
は
覚
を
論
ず
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
単

に
智

の

働
き
と
し

て
の
覚
を
論
じ
た
も

の
で
は
な

い
と
断

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
前

に
述

べ
た
よ
う

に
、
出
障

の
智
慧
仏
は
用

の
立
場

で
あ
り
、

こ
こ

の
場
合

の
よ
う

に
、
出
障

の
段
階
に
お

い
て
も
、
あ
く
ま

で
心
体
と

い
う

の
は
な
ぜ

で
あ

ろ
う

か
。
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、

又
復
浄
心
本
無
不
覚

、
説
心
為
本
覚

。
本
無
動
変
、
説
心
為
本
寂
。
本
無
虚
相
、
説
心
本
平
等

。
然
其
心
体
非
覚
非
不
覚
、
非
動
非
不
動

、

非
相
非
無
相
。
錐
然
、
以
本
無
不
覚
故

、
説
為
本
覚
、
亦
無
所
失
也
。
此
就
凡
聖
不

二
、
以
明
心
体
為
如
如
仏
。
不
論
心
体
本
具
性
覚
之

用
也
。
(O
蔭ω
6一
ωー一cO)

と
述

べ
ら

れ
て

い
る
。
浄
心

に
は
本
来
、

不
覚

が
な

い
の
で
、
心
を

「本
覚
」
と
し
、
動
変

が
な

い
の
で
、

「本
寂
」
と
し
、
虚
相
が
な

い
の

で
、

「心
本
平
等
」
と
す
る
と
説
か
れ
る
。
直
前

の
記
述
と
同
様
に
、

「其
心
体
非
覚
非
不
覚

、
非
動
非
不
動
、
非
相
非
無
相
。
錐
然
、
以
本
無

不
覚
故
、
説
為
本
覚
、
亦
無
所
失
也
」

(①心
ω
o一
㎝ー一刈
)
と
述

べ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
凡
聖
不
二
に
就

い
て
、
心
体

が
如
如
仏

で
あ
る
こ
と
を
明
か

し
た
も

の
で
、
心
体

に
本
来
、
性
覚

の
用
を

備
え

る

こ
と
を
論

じ
た
も

の
で
は
な

い
と
述

べ
て

い
る
。
凡

・
聖

に
お

い
て

一
貫
し

て
如
如
仏

(真
如
を
仏
と
見
立
て
た
も
の
)
を
備
え

て

い
る
点

で
凡
聖
不
二
と
言
わ
れ

る
が
、

こ
れ
は
前

に
述

べ
た
よ
う
に
、
心
体
平
等

の
体

の
立
場
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
本
覚

の
概
念
を

こ

の
体

の
立
場

で
用

い
て
い
る
。
こ
れ
は
本
覚
を

用
と
す

る
と

い
う
前

に
述

べ
た
立
場
と
相
違
す

る
。

『大
乗
止
観
法
門
』

は
、
前

に
述

べ
た

よ
う

に
、
体
と
用
と

の
同

一
性

の
立
場
も
設
定
す

る

の
で
、
本
覚

を
心
体
と
心
用

の
ど
ち
ら

に
帰
属
さ

せ
る
か
と

い
う
問
題

に

つ
い
て
は
、
固
定
し
た
立
場
を
と
ら
な

い
よ
う

で
あ
る
。

(
6
)
心
体
と
覚

を
め
ぐ
る
修
道
論
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心
体
と
用
と
し
て

の
覚

の
関
係

の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、

い
く

つ
か
の
間
答
が
展
開
す

る
。
第

一
の
問
答

に

つ
い
て
は
、

問
日
、
若
就
本
無

不
覚
、
名
為
覚
者
、
凡
夫
即
是
仏
。
何
用
修
道
為
。
答

日
、
若
就
心
体
平
等
、
即
無
修
与
不
修
成
与
不
成

、
亦
無
覚

与

不
覚
。
但
為

明
如
如
仏
故

、
擬
対
説
為
覚
也
。
又
復
若
拠
心
体
平
等

、
亦
無
衆
生
諸
仏
与
此
心
体
有
異
。
故
経
偶
云
、
心
仏

及
衆
生
、
是

三
無
差

別
。
然

復
心
性
縁
起
法
界
法

門
、
法
爾
不
壊
。
故
常
平
等
、
常
差
別
。
常
平
等
故
、
心
仏
及
衆
生
、
是

三
無
差
別
。
常
差
別
故

、

流
転

五
道

、

説

名

衆

生

。
反

流

尽

源

、
説

名

為

仏

。

以
有

此

平
等

義

故

、

無

仏

無
衆

生

。

為

此

縁
起

差

別
義

故

、

衆

生

須
修

道

。

(
O
膳
ω
O
一
cc
lN
Q◎
)

と
説
か
れ
て

い
る
。

第

一
問

は
、
心
体

に
本
来
、
不
覚
が
な

い
点
を
取
り
あ
げ

て
覚
と
名

づ
け
る
な
ら
ば
、
凡
夫
は
仏

に
ほ
か
な
ら
ず
、
修
道
は
不
必
要

で
あ
る

と

い
う
も

の
で
あ

る
。
第

一
答
は
、
心
体
平
等

の
立
場

に
お

い
て
は
、
修

(修
道
)
と
不
修
、
成

(成
仏
)
と
不
成
、
覚
と
不
覚

の
差
別
は
な

い

が
、
如

如
仏
を
明
か
す
た
め

に
、
相
対

し
て
覚
と
説
く
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
ま
た
、
心
体
平
等

の
立
場

に
お

い
て
は
、
心
体
と
異
な

る
衆

生

・
諸

仏

の
存
在

は
な

い
と
説
か
れ
、
そ

の
経
証
と
し

て
、

『華
厳
経
』
巻
第
十
、
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
掲
品
、
「
心
仏
及
衆
生

是

三
無
差
別
」

(大
正
⑩
卜
O
習
Nり
)
が
引
用
さ
れ

て

い
る
。
こ

の
よ
う

に
、
心
体

に

つ
い
て
は
、
心

・
仏

・
衆
生

の
三
者
は
無
差

別

で
あ

る
が
、
心
性
縁
起
法

界

法
門

の
立
場

に
お

い
て
は
、
三
者

の
差

別
が
保
持
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

「常
平
等
」
、
「
常
差
別
」

の
両
面
が
説
か
れ
る
。
平
等

の
観
点

か
ら
は

衆
生
と
仏

の
差
別
が
な
く
、
縁
起

の
差
別

の
観
点
か
ら
は
衆
生
が
修
道
す

る
必
要
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。

第

二
の
問
答

に

つ
い
て
は
、

問

日
、
云
何
得
知
心
体
本
無
不
覚

。
答
日
、
若
心
体
本
有
不
覚
者

、
聖
人
証
浄
心
時
、
応
更
不
覚
。
凡
夫
未

証
得
、
応
為
覚
。
既
見
証
者
、

無
有
不
覚
。
未
証
者
、
不
名
為
覚
。
故
定
知
心
体
本
無
不
覚
。

(①
蔭
ωoNO
I①濠
曽
ω
)

と
説
か
れ

て

い
る
。
第

二
間
は
、
心
体

に
本
来
、
不
覚
が
な

い
こ
と
を
ど

の
よ
う

に
知

る

の
か
と

い
う

も

の
で
あ

る
。
第

二
答
は
、
心
体

に
本

来

、
不
覚
が
あ
れ
ば
、
聖
人

(仏
)
が
浄
心
を
証
す
る
と
き
不
覚

で
あ
り
、
凡
夫
は
証
得

し

て
い
な

い
の
で
覚
と
な
る
は
ず

で
あ

る
が
、
見
証
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す
れ
ば
不
覚
が
な
く
、
ま
だ
見
証

し
な
け
れ
ば
覚
と
名
づ
け
な

い
。

こ
れ
は
仏
と
凡
夫

の
実
際

の
体
験
を
根
拠
と

し
た
答
え

で
あ
る
。

第

三

の
問
答

に

つ
い
て
は
、

問
日
、
聖
人
滅
不
覚

、
故
得
自
証
浄

心
。
若
無
不
覚
、
云
何
言
滅
。
又
若
無
不
覚
、
即
無
衆
生

。
答
日
、
前
巳
具
釈
。
心
体
平
等
、
無

凡

無
聖
、
故
説
本
無
不
覚
。
不
無
心
性
縁
起
、
故
有
滅
有
謹
、
有
凡
有

聖
。
又
復
縁
起
之
有
。
有

即
非
有
、
故
言
本
無
不
覚
、
今
亦
無

不
覚

。

然
非
不
有
、
故
言
有
滅
有

証
、
有
凡
有
聖
。
但
証
以
順
用
入
体
、
即
無

不
覚

。
故
得
験
知
心
体
本
無

不
覚
。
但

凡
是
違
用
、

一
体
謂
異

。

是
故

不
得
証
知
平
等
之
体
也

。
(①置
9。
ω山
N)

と
説
か
れ

て
い
る
。
第

三
問
は
、
聖
人

(仏
)
は
不
覚
を
滅
す

る
か
ら
、
浄
心
を
証
す

る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
り
、
も
し
不
覚
が
な
け

れ
ば
、

ど
う

し

て
不
覚
を
滅
す

る
と
言
う

の
か
。
ま

た
、

不
覚
が

な
け

れ
ば
、
衆
生

の
存
在
も
な

い
で
あ

ろ
う
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
第
三
答
は
、

上
述

の
心
体
平
等

に
お

い
て
は
、
凡

・
聖

の
差
別
は
な
く
、
本
来
、
不
覚

は
な

い
。
心
性

の
縁
起

の
立
場

で
は
、
滅
も
証
も
あ
り
、
凡

・
聖
も

あ
る
。
ま

た
、
縁
起

に
よ

っ
て
成
立
す
る
有
は
非
有

で
あ
る

の
で
、
本
来
、
不
覚
は
な
く
、
今
も
不
覚
は
な

い
。
し
か
し
、
他
方
、
ま

っ
た
く

の
無

で
は
な
く
、
有
を
認

め
る
立
場

で
は
、
凡

・
聖
も
あ
り
、
滅

・
証
も
あ

る
。
用
に
順
じ

て
体

に
入
れ
ば
、
不
覚

が
な

い
こ
と
を
知
る

の
で
、

心
体

に
本
来
、
不
覚

の
な

い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き

る
。
し
か
し
、
凡
夫

は
用

に
違

い
、

一
体

(凡

・
聖
な
ど
の

　
体
)
の
も

の
を
相
違

す
る
と
思

い
、
平
等

の
体
を
知

る
こ
と
が

で
き
な

い
。

第

四

の
問
答
に

つ
い
て
は
、

(
9

)

問
日
、
心
顕
成
智
者

、
為
無
明
尽
、
故
自
然
是
智
、
為
更
別
有
因
縁

。
答
日
、
此
心
在
染
之
時
、
本

具
福
智

二
種
之
性
、
不
少

一
法
、
与

仏
無
異
。
但
為
無
明
染
法
所
覆

、
故
不
得
顕
用
。
後
得
福

智

二
種

浄
業
所
蕪
、
故
染
法
都
尽
。
然
此
浄
業
除
染
之
時
、
即
能
顕
彼

二
性
、

令
成
事
用
。
所
謂
相
好
依
報

一
切
智
等

。
智
体
自
是
真
心
性
照
之
能
、
智
用
由
薫
成
也
。

(①鐘
9
一N
I一㊤
)

と
説

か
れ

て
い
る
。
第

四
間
は
、
前

に
心

が
智
と
し
て
顕
現
す

る
と
述

べ
た
が
、
無

明
が
尽
き

て
智
と
な
る

の
か
、
そ
れ
と
も
別

の
理
由

が
あ

る

の
か
、
と

い
う

も

の
で
あ

る
。
第

四
答

は
、
心

は
染

に
あ
る
と
き
、
福
と
智

の
二
種

の
性
が
あ

る
が
、
無
明
染
法

に
覆
わ
れ
て
、
用
を
顕
わ
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す

こ
と
が

で
き
な

い
。
福
と
智

の
二
種

の
浄
業

に
薫
習
さ
れ
て
、
染
法

が
尽
き

る
と
、

二
種

の
性
が
顕
現
し
、
相
好
、
依
報

、

一
切
智
な
ど

の

「事

用
」
を

成
立

さ
せ
る
。
智

の
体

は
真
心
が
備
え

る
本
性
と

し

て
照
ら
す
能
力

で
あ
り
、
智

の
実
際

の
用

は
浄
法

の
重
…習
に
よ

っ
て
成
立
す

る
。第

五

の
問
答

に

つ
い
て
は
、

問
日
、
心
顕
成
智

、
即
以
心
為
仏
性
。
心
起
不
覚
、
亦
応
以
心
為
無
明
性
。
答
日
、
若
就
法
性
之
義
論
之
、
亦
得
為
無
明
性
也
。
是
故
経

言
、
明
与
無
明
、
其
性
無

二
。
無

二
之
性

、
即
是
実
性
也
。

(O
題
釦
一㊤-b。N
)

と
説
か
れ

て
い
る
。
第

五
問
は
、
心
が
智
と
し
て
顕
現
す

る
場
合
は
、
心
を
仏
性
と
す
る
。
他
方
、
心

が
不
覚
を
起

こ
す
場
合
は
、
心
を
無
明

の
性
と
す
る

べ
き

で
あ
る
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
第
五
答

は
、
法
性

の
視
点

に
立

て
ば
、
無
明

の
性
と

い
う

こ
と
も

で
き

る
と
す
る
。
経
証

と

し
て
、

『南
本
浬
藥
経
』
巻
第
八
、
如
来
性
品
、
「
凡
夫
之
人
聞
已
分
別
、
生

二
法
想
。
明
与
無
明
。
智
者
了
達
其
性
無

二
。
無

二
之
性
、
即

是
実
性
」

(大
正
一N
'O蟄
。N
さ

を
引
用
し

て

い
る
。
心
体

が
覚
と

不
覚

の
相
対

関
係
を
越
え

て

い
る
立
場

11
法
性

の
立
場

か
ら

は
、
仏
性

(覚
)

と

い
う
表

現
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
相
対
的
な
無
明
性

(不
覚
)
と

い
う
表
現
も
可
能

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も

の
で
あ

る
。

(
7
)
空
如
来
蔵
と
不
覚

次

に
、

「
明
何
所
依
止
」

の
第

三

の

「
辮
体
状
」

は
、

一
心

(真
心
)
の
本
質

・
様
相
を
明
か
す

の
で
あ

る
が
、
「
挙
離
相

以
明
浄
心
」
、

「挙

不

一
不
異
以
論
法
性
」
、

「挙

二
種

如
来
蔵

以
辮
真
如
」

の
三

つ
の
部
分
に
分
か
れ

て

い
る
。
「
不
覚
」
を

め
ぐ

る
議
論
は
、
第

三

の

「
挙

二
種

如
来
蔵
以
辮
真
如
」

の
な
か

の
空
如
来
蔵
を
明
か
す
部
分
に
見
ら
れ
る
。

こ
こ

で
は
、
心
体

は
空
浄

で
あ
り
、
心
体

11
浄
心
を
空
如
来
蔵
と

い

(
10
)

う

と
明
か
さ
れ
る
。
そ
こ
に
付
さ
れ

て
い
る
問
答

に
お

い
て
、
「
不
覚
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ

て

い
る
。

ま
ず
、

問
日
、
果
時
無
明
与
妄
想
為

一
為
異
。
子
時
無
明
与
業
識
為

一
為
異
。
答

日
、
不

一
不
異
。
何
以
故
。
以
浄
心
不
覚
故
動
、
無

不
覚
即
不

動

。
又
復
若
無
無
明
、
即
無
業
識
。
又
復
動
与
不
覚
和
合
倶
起
、

不
可
分
別
。
故
子
時
無
明
与
業

識
不
異
也
。

又
不
覚
自
是
迷
闇
之
義
、
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過
去

果
時
無
明
所
重
…起
故

、
即
以
彼
果
時
無
明
為
因
也
。

(①
心α
o].①1卜QMW)

と
説
か
れ
て

い
る
。
果
時
無
明
と
妄
想
と

の
同
異
関
係
、
子
時
無
明
と
業

識
と

の
同
異

関
係
が
問
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
、

い
ず

れ
も
不

一
不

異

の
関
係

で
あ
る
と
答
え

ら
れ
る
。
そ

の
理
由
と

し

て
、
子
時
無
明
と
業
識
と

の
不
異

に

つ
い
て
は
、
浄
心
が
不
覚

(子
時
無
明
)
で
あ

る
か

ら
動

(業
識
の
働
き
を
指
す
)
で
、
不
覚
が
な
け
れ
ば
不
動

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
無
明
が
な
け
れ
ば
、
業

識
も
な

い
。
ま
た
、
動
は
不
覚
と
和

合
し
、

一
緒

に
生
起

し
、
動
と
不
覚

を
区
別

で
き
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
子
時
無
明
は
業

識
と
不
異

で
あ

る
。
ま
た
、
不
覚

は
迷
闇

の
意
味

で
あ

り
、
過
去

の
果
時
無
明

の
重
…習

に
よ

っ
て
生
起
す
る

の
で
、
過
去

の
果
時
無
明
が
因
と
な
り
、
不
覚

が
果
と
な
る
。

他
方
、
子
時
無
明
と
業

識

の
不

一
に

つ
い
て
は
、

動
者

、
自
是
変
異
之
義
。
由
妄
想
所
薫
起
故

、
即
以
彼
妄
想
為
因
也
。
是
故
子
時
無
明
与
業
識
不

一
。
此
是
子
時
無
明
与
業
識
不

一
不
異

也

。
(①癖
窃ObのbO
lN
朝
)

と
説

か
れ
て

い
る
。
動

(業
識
の
働
き
を
指
す
)
は
変
異

の
意
味

で
あ
り
、
妄
想

の
重
…習
に
よ

っ
て
生
起
す

る
の
で
、
妄
想
が
因
と
な
り
、
動
が

果
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
子
時
無
明
は
業

識
と
不

一
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
子
時
無
明
と
業
識
と
は
不

一
不
異

で
あ
る
。

果
時
無
明
と
妄
想
と

の
不

一
不
異

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

果
時
無
明
与
妄
想
不

一
不
異
者
、
無
明
自
是
不
了
知
義

。
従
子
時
無
明
生
故
、
即

以
彼
子
時
無
明
為
因
。
妄
想
自
是
浪
生
分
別
之
義
。
従

業
識
起
故
、
即
以
彼
業
識
為
因
。
是
故
無
明
妄
想

不

一
。
復
以
意
識
不
了
境
虚
故
、
即
妄
生
分
別
。
若

了
知
虚
、
即
不
生
妄
執
分
別
。
又

復
若
無
無
明
、
即
無
妄
想
。
若
無
妄
想
、
亦
無
無
明
。
又
復

二
法
和
合
倶
起
、
不

可
分
別
。
是
故
不
異
。
此
是
果
時
無
明
与
妄
想
不

一
不

異
也

。
以
是
義
故
、

二
種

無
明
是
体
、
業
識
妄
想
是
用
。
二
種
無
明
自
互
為
因
果
。
業
識
与
妄
想
亦
互
為
因
果
。
若
子
果
無
明
互
為
因
者
、

即
是
因
縁
也
。
妄
想
与
業
識
互
為
因
者
、
亦
是
因
縁
也
。
若
子
時
無
明
起
業
識
者

、
即
是
増

上
縁
也
。
果
時
無
明
起
妄
想
者
、
亦
是
増
上

縁
也

。
(Oら
αObo
α
-①
艀
①餌
一〇
)

と
説
か
れ
て

い
る
。
無
明

は
不
了
知

の
意
味

で
あ
り
、
果
時
無
明

は
子
時
無
明
か
ら
生
ず
る

の
で
、
子
時
無
明
が
因
と
な
り
、
果
時
無
明

が
果
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と
な

る
。
妄
想

は
み
だ
り

に
分
別
を
生
ず

る
意
味

で
あ
り
、
業
識
か
ら
生
ず

る

の
で
、
業
識

が
因
と
な
り
、
妄
想

が
果
と
な

る
。
そ

れ
ゆ
え

、

果
時

無
明
と
妄
想

は
不

一
で
あ

る
。
他
方

、
意

識
は

「
境
虚
」

(対
象
界
の
無
実
体
性
)
を
理
解

し
な

い
の
で
、
妄
り

に
分
別
を
生
ず

る
が
、
境

虚
を

理
解
す
れ
ば
、
妄
執
分
別
を
生
じ
な

い
。
果
時
無
明
が
な
け
れ
ば
妄
想
も
な
く
、
妄
想
が
な
け

れ
ば
果
時
無
明
も
な

い
。
妄
想
と
果
時
無

明

の
二
法

は
和
合

し
、

一
緒

に
生
起
す
る

の
で
、
妄
想
と
果
時
無
明
を
区
別

で
き
ず

、
不
異

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
果
時
無
明
と
妄
想
と

は

不

一
不
異

で
あ
る
。

さ
ら

に
、
果
時
無
明

・
子
時
無
明

は
体

で
、
業
識

・
妄
想
は
用
と
規
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
子
時
無
明

が
因
、
果
時
無
明
が
果
、
業
識
が
因
、

妄
想

が
果
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
子
時
無
明
と
果
時
無
明
、
業
識
と
妄
想
が
そ
れ
ぞ
れ
互

い
に
因
果
と
な
る
と
も
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

三

小
結

(11

)

『大
乗
止
観
法
門
』

に
お
け
る

「本
覚
」
・
「
不
覚
」

の
重
要
な
用
例
を
取
り
あ
げ
、
考
察
を
加
え

た
。

『大
乗
止
観
法
門
』

の
説
明
は
必
ず
し

も
体

系
的

で
は
な
く
、

や
や
複
雑
な
も

の
で
あ
り
、
ま
た
私

の
力
量
不
足

の
た

め
、
整
然
と
分
析
す

る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

最
後

に
、

こ
れ
ま

で
の
考
察

を
箇
条

に
整

理
し

て
お
き
た

い
。

1

覚

11
浄
心
、
不
覚

11
無
明
と
し

て
、

こ
の
覚
と

不
覚
が
和
合
し
た
も

の
が
本
識

11
阿
梨
耶
識

で
あ
る
こ
と
、
浄
心

の
ほ
か
に
阿
梨
耶
識
は

な
く
、
阿
梨
耶
識

の
ほ
か
に
浄
心

は
な

い
が
、
浄
心

11
体

で
、
阿
梨
耶
識

-ー
相
と

い
う
意
味
上

の
区
別
が
あ

る
の
で
、

二
名

の
相
違

が
あ
る
。

2

「自
性
清
浄
心
」

の

「心
」
を

「
本
覚
」
と
捉
え

て
い
る
。

3

「
本
覚
」
は
、
仏
性

の
説
明

の
な
か

で
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、

『大
乗
起
信
論
』

が
本
覚

を
体
系
的
に
説
示
し

て

い
る
け
れ
ど
も
、
ま

っ
た
く
仏
性

に

つ
い
て
言
及
し
な

い
こ
と
と
対
照
的

で
あ

る
。

4

浄
心

(自
性
清
浄
心
、
真
心
)
の
体

は
不
覚

で
な

い
の
で
、
覚
心

(仏
性
〉
と
説
か
れ
る
。
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5

心
体

は
平
等

で
覚
と

不
覚

の
相
対
関
係
を
越
え

て
い
る
が
、
心
用
と
し

て
無
師
智

・
自
然
智

・
無
擬
智

の
三
智

の
性
を
備
え

て
い
る

の
で
、

心
を
覚
性

(仏
性
と
同
義
)
と
規
定
す

る
。
仏
性
、
三
智

の
性
が
本
覚

に
相
当
し
、
本
覚
は
用
と
規
定

さ
れ
る
。

7

自

性
清
浄
心

が
重
…習

(果
時
無
明

・
妄
想

・
妄
境

・
似
識
の
四
つ
の
重
…習
)
を
受

け
て
、
不
覚

(子
時
無
明
)
が
自

ら
動
き
出

し
て
、

「虚

状
」
、

つ
ま
り
虚
相
無
実

の
世
界

(五
陰
や
六
塵
、
ま
た
似
識

・
似
色

・
似
塵
)
を
現
出
す
る
。

8

果
時
無
明
、
妄
想
、
妄
境
、
似
識
が
心

に
重
習

し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
不
覚

(子
時
無
明
)
、
業
識
、
似
塵

の
種
子
、
似
識

の
種
子
を
そ
れ
ぞ
れ

成
立

さ
せ
る
。

9

虚

状

の
種

子

(似
塵
の
種
子
と
似
識
の
種
子
)
は
子
時
無

明
に
依
存
し

て
生
ず
る
。

子
時
無
明
と
果
時
無
明
は
互

い
に
他
を
生
ず

る
循
環
を

形
成

し
、
迷

い
の
衆
生

の
立
場
を
成
立
さ
せ
て

い
る
。

10

心
体

は
平
等

で
、
覚

と
不
覚

の
相
対
関
係
を
越
え

て
い
る
。
し
か
し
、
不
覚
が
滅
す
る
、
あ

る

い
は
本
来
、
不
覚
が
な

い
の
で
、
心
を
覚

、

本
覚
と
名
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

11

心
体
平
等

の
立
場

で
は
、
凡

・
聖

の
区
別
が
な

い
が
、
縁
起

の
差

別

の
立
場

で
は
、
凡
夫

の
修
道

の
必
要
性
が
あ
る
。

12

果
時
無

明
と
妄
想

と
は
不

　
不
異

で
あ
り
、
子
時
無

明
と
業
識
と

は
不

　
不
異

で
あ

る
。
ま
た
、

子
時
無
明

が
因

で
、
果
時
無
明
が
果

、

業
識
が
因
、
妄
想
が
果

で
あ

る
と
述

べ
ら
れ
る
が
、
他
方
、
そ
れ
ぞ

れ
互

い
に
因
果
と
な
る
と
も
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

注(1
)

石
井
公
成

「
『金
剛

三
昧
経
』

の
成
立
事
情
」

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
らO
幽
、
一〇
り。。6ω
)
な
ど
を
参
照
。

(2
)

『大
乗
止
観
法
門
』

の
著
者
は
南
岳
慧
思
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
は
賛
否
の
議
論
が
あ
り
、
最
終
的
な
決
着
は

つ
い
て
い
な

い
。
拙
稿

の

末
尾
に
掲
げ
る
参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(3
)

『大
乗
止
観
法
門
』
を
扱
う
多
く

の
論
文
に
お

い
て
、
本
覚

・
不
覚
を
中
心
的
に
扱
う
論
文
が
少
な

い
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
た
だ
し
、
松
田
未
亮

『
『大
乗
止
観
法
門
』

の
研
究
』
曽
b。山
扇
頁
、
ω
○。刈
山
㊤
刈
頁
は
、

こ
の
テ
ー

マ
を
扱

っ
て
い
る
。
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(4
)

止
観

の
依
止
と
さ
れ
る
心
が
真
如
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
理
由
を
明
か
す
な
か
で
、
『大
乗
止
観
法
門
』

は
、

「三
世
諸
仏
及
以
衆
生
、
同
以
此

一
浄
心

為
体
。
凡
聖
諸
法
自
有
差
別
異
相
、
而
此
真
心
無
異
無
相
、
故
名
之
為
如
」

(O
癖N
げ
Q◎
ー一〇
)
と
述

べ
、
「浄
心
」
、
「真
心
」
を
用

い
て
い
る
。

(5
)

果
時
無
明
と
子
時
無
明
は
、
『大
乗
止
観
法
門
』

の
用
例
が
最
初
期

の
も

の
で
あ
ろ
う
。
他
に
、
法
蔵

『華
厳
経
問
答
』
巻
上
に
、
「論
云
子
時
無
明

果
時
無
明
者
、
以
二
種
義
縁
事
現
示
」

(大
正
蒔
9
08
ぴ
Nり
ゐ
一)
と
あ
る
。

(6
)

業
識
は
、
『大
乗
起
信
論
』

に
説
か
れ
る
五
意

(業
識

・
転
識

・
現
識

・
智
識

・
相
続
識
)

の
第

一
で
あ
る
。
『大
乗
起
信
論
』
、
「此
意
復
有
五
種
名
。

云
何
為
五
。

一
者
名
為
業
識
。
謂
無
明
力
不
覚
心
動
故
」

(大
正
ωb。
●宅
刈び
孚
刈
)
を
参
照
。

(7
)

「
子
果
二
種
無
明
本
無
自
体
、
唯
以
浄
心
為
体
。
但
由
薫
習
因
縁
故
、
有
迷
用
」

(罐
誓
N㊤
6
ホ
♀
)
を
参
照
。

(8
)

O
お
昌
Nふ
お
8
を
参
照
。

(9
)

底
本

の

「塵
」
を
甲
本
に
よ

っ
て

「尽
」
に
改
め
る
。

(10
)

「是
故
心
体
空
浄
。
以
是
因
縁
、
名
此
心
体
、
為
空
如
来
蔵
」

(逡
習
b。
O-b。
一
)、
「故
名
此
浄
心
、
為
空
如
来
蔵
也
」

(忠
習
崩
-一①
)
を
参
照
。

(11
)

本
文
に
お

い
て
取
り
あ
げ
な
か

っ
た
用
例
は
、
次

の
も

の
だ
け

で
あ
る
。
「不
覚
」
と

い
う
用
語
が
、
「此
能
嫌
之
心
、
既
是
無
明
妄
想
故
、
即
是
動

法
、
復
言
薫
心
。
此
乃
亦
増
不
覚
。
重
更
益
動
生
起
之
識
」

(①α
αぴ
一トー一切
)
と
出
る
。
ま
た
、
「清
浄
之
覚
」
と

い
う
用
語
が
、
「自
然
成
辮
、
故
言
清

浄
。
即
此
清
浄
之
覚
随
境
異
用
、
故
言
分
別
。
又
復
対
縁
摂
化
、
令
他
清
浄
。
摂
益
之
徳
為
他
分
別
、
故
言
清
浄
分
別
性
也
」

(①
切
①O
一〇
ー一◎◎)
と
出
る
。

ま
た
、
「覚
心
」
と

い
う
用
語
が
、
「
又
夢
心
即
是
本
時
覚
心
。
但
由
睡
眠
因
縁
故
、
名
為
夢
心
。
夢
心
之
外
、
無
別
覚
心
可
得
。
真
実
性
法
、
亦
復
如

是
。
平
等
無

二
」

(Oq
Q◎
oN
O
-N
N
)
と
出
る
。

[参
考
文
献
]

1
.
単
行
本

武
覚
超

『天
台
教
学

の
研
究
-
大
乗
起
信
論
と
の
交
渉
』

(法
蔵
館
、
お
◎。○。)
第
六
章

「天
台

の
性
悪
説
と

『大
乗
止
観
法
門
』
」

(一
αω
山
。。
一頁
)

松
田
未
亮

『『大
乗
止
観
法
門
』

の
研
究
』

(山
喜
房
仏
書
林
、
b。
OO
↑
α)

陳
堅

《
無
明
即
法
性
ー
天
台
宗
止
観
思
想
研
究
》

(宗
教
文
化
出
版
社
、
塾。O
O↑
刈
)
第

二
章

「
『大
乗
止
観
法
門
』
中
的
止
観
思
想
」

(も。ら
ーコ
頁
)

2
.
日
本

・
論
文

高
橋
勇
夫

「大
乗
止
観
法
門
の
内
容
に
関
す
る
研
究
」

(
『東
洋
大
学
論
叢
』

2
、
H逡
b。
●㊤
)

高
橋
勇
夫

「大
乗
止
観
法
門
の
撰
者
に

つ
い
て
」

(『仏
教
研
究
』
Oム
、
一り
合
)



『大乗止観法門』における 「本覚」・「不覚」の概念87

柏
木
弘
雄

コ

心

に
お
け
る
染

性

の
本
具
1

『大
乗
止
観
法
門
』

の
場
合
」

(
『
玉
城
康

四
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

・
仏

の
研
究
』
所
収
、
春
秋
社
、

一㊤ミ
●一
一)

柏
木
弘
雄

「大
乗
止
観
法
門
の
根
本
的
立
場

・
序
説
」

(関
口
真
大
編

『仏
教
の
実
践
原
理
』
所
収
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一零
刈
・一ト。)

池
田
魯
参

「
『大
乗
止
観
法
門
』
研
究
序
説
-
典
籍
及
び
研
究
」

(『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

5
、
Hり
謹
●這
)

池
田
魯
参

「天
台
智
顕
の
地
論
摂
論
学
派
に
つ
い
て
」

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
ωO
幽
、
一㊤
。。b。
.ω)

池
田
魯
参

「天
台
教
学
と
地
論
摂
論
宗
」

(『仏
教
学
』

13
、
一り
。。N
●偽
)

池

田
魯
参

「南
岳
慧
思
伝

の
研
究
1

『大
乗
止
観
法
門
』

の
撰
述
背
景
」

(『多
田
厚
隆
先
生
頒
寿
記
念
論
文
集

・
天
台
教
学

の
研
究
』
所
収
、
山
喜
房
仏
書

林
、
一8
9
ω
)

吉

田
道
興

「大
乗
止
観
法
門
撰
者
考
」

(
『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
ミ
幽
、
一㊤
刈Φ
・。。
)

吉
津
宜
英

「
『大
乗
止
観
法
門
』

の
再
検
討
」

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
癖。。-N
、
b。O
O
9
。。
)

吉
津
宜
英

「大
乗
止
観
法
門

の
華
厳
思
想
」

(
『平
井
俊
榮
古
希
記
念
論
集

・
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
所
収
、
春
秋
社
、
N
OO
9
一〇
)

3
.

中
国

・
注
釈

了
然

『大
乗
止
観
法
門
宗
円
記
』

(卍
字
続
蔵
経
b。
・
ω
・
命
旬
)

智
旭

『大
乗
止
観
法
門
釈
要
』

(卍
字
続
蔵
経
b。
・
ω
・
α)

諦
閑

『大
乗
止
観
述
記
』

(民
国
増
修
大
蔵
経
会
、
一㊤
ωO
。
ま
た
台
湾

・
和
裕
出
版
社
、
ら
OO
)

4
.
中
国

・
論
文

聖
厳

〈大
乗
止
観
法
門
之
研
究
〉

(《
海
潮
音
》
第
五
二
巻
六
月
号
～
第
五
三
巻

二
月
号
、
6
コ
山
り謡
。
ま
た

『現
代
仏
教
学
術
叢
刊
』
第
五
八
巻
所
収
、
台

湾
、
大
乗
文
化
出
版
社
、
一⑩
刈
9
0)

凋
芝
生

〈天
壷
宗
之
大
乗
止
観
法
門
〉

(張
曼
濤
主
編

《
現
代
佛
教
學
術
叢
刊
》

58
、
大
乗
文
化
出
版
社
、
台
湾
、
一⑩
刈
㊤
.Φ
)

朱
文
光

〈考
謹
、
典
範
與
解
繹
的
正
當
性
"以

《大
乗
止
観
法
門
》
的
作
者
問
題
為
線
索
〉

(《中
華
佛
學
研
究
》

1
、
一り
雪
)

陳
英
善

〈由

《大
乗
止
観
法
門
》
論
慧
思
思
想
有
否
與
前
期
相
違
〉

(《諦
観
》

85
、
一り
り
①)

陳
英
善

〈慧
思
與
智
者
心
意
識
説
之
探
討
〉

(《
中
華
佛
學
學
報
》
11
、
一〇Φ
。。
・刈
)

達
照
、
楮
仁
虎

〈天
毫
早
期
輝
法
的
心
性
説
〉

(《中
國
灘
學
》

1
、
NO
O
b。
9①
)

呉
可
為

〈《
大
乗
止
観
法
門
》
作
者
考
辮
〉

(《
閾
南
佛
學
院
學
報
》

2
0
0
0
年
第

1
期
)

呉
可
為

〈唯

一
心
与
共
相
識
1

《
大
乗
止
観
法
門
》
中
的
本
体
論
思
想
〉

(《
閾
南
佛
學
院
學
報
》
2
0
0
1
年
第

2
期
)
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[付
記
]
本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
十

一
月
六

・
七
日
、
中
国
人
民
大
学
で
開
催
さ
れ
た

「第

一
回
中
日
仏
学
会
議
」

(中
国
人
民
大
学
仏
教
与
宗
教
学
理
論
研

究
所
主
催
)
に
お
け
る
発
表

の
も
と
と
な

っ
た
日
本
語
原
稿
で
あ
る
。
中
国
語
論
文
は
、

い
ず
れ

『宗
教
研
究
』
第

二
号

(近
刊
、
仏
教
与
宗
教
学
理

論
研
究
所
)
に
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
十
六
年
度

の

「創
価
大
学
文
系
学
部
等
教
員
研
究
助
成
金
」
に
基
づ
く
研
究
成
果

の

一
部

で
あ
る
。

(創
価
大
学
教
授

・
中
国
人
民
大
学
仏
教
与
宗
教
学
理
論
研
究
所
客
員
教
授
)


